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最初の3項がバルクのエネルギー由来の項(Tは還元温度),第4項が弾性エネルギー(一変数近似,
ERはネマチックの相関長),最後の項は TrQ-0を保証するための Lagrangeの未定乗数の項で
ある･また流れの強さを表す重要な無次元量 (流体の粘性力/液晶の弾性力)として,Ericksen数
Er*が現れる(通常の意味でのEricksen数はEr-Er*/ER2である).また,Reynolds数 Reは,
ここではゼロの極限を取る.数値計算の詳細については,講演で紹介する.
Er-1の場合に,hedgehog型の欠陥が時間とともにどのように変化するかを図 1に示す.無
限遠における流速,液晶配向はともにZ軸(紙面の水平方向)に平行であり,図1はQ2Zをグレー
スケールプロットしたものである.Er= 1というのは流体の粘性力と液晶の弾性力がほぼ桔抗す
る状況であるが,そのような状況においても,液晶の配向が流れ場によって強い変形を受けてい
ることが図 1から見て取れる.また,流れの方向によって,変形の仕方が大きく異なることもわ
かる.
初期条件 t=2
)
図 1:配向の時間変化の様子.矢印は,粒子から見た流れ場の方向.
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